
(57)【要約】

【課題】本発明は、内視鏡的に行われる胃、食道静脈瘤

結紮術において静脈瘤に被着、結紮されるＯリングを内

視鏡先端に取り付けられた結紮用キットのデバイス内筒

先端部に装着した後、そのままでは落下散乱してしまう

筒状体を容易に効率よく回収することができるＯリング

装着用具を提供することにある。

【解決手段】Ｏリング装着用具の基板下部に着脱可能な

受け皿を取り付けることで、内視　鏡先端に取り付けら

れたデバイス内筒先端部にＯリングを装着した後、自重

で落下した　筒状体を散乱させることなく効率よく回収

することが可能となる。

【選択図】【図１】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 先 端 部 に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ た 胃 、 食 道 静 脈 瘤 を 被 着 、 結 紮 す る た め の 結 紮 用 キ ッ
ト に Ｏ リ ン グ を 装 着 す る 装 着 用 具 で あ っ て 、 １ 個 ま た は 複 数 個 の 貫 通 孔 を 設 け た 基 板 と 、
前 記 貫 通 孔 に 挿 抜 可 能 な 外 径 を 有 す る 筒 状 体 及 び 前 記 Ｏ リ ン グ を 前 記 結 紮 用 キ ッ ト に 装 着
後 、 前 記 筒 状 体 を 受 け る 受 け 皿 か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 受 け 皿 は 、 前 記 基 板 の 底 部 に 着 脱 可 能 に 配 設 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の Ｏ リ ン
グ 装 着 用 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 肝 疾 患 に 由 来 す る 胃 、 食 道 静 脈 瘤 の 治 療 目 的 で 、 静 脈 瘤 を 被 着 、 結 紮 し 、 機
械 的 な 血 行 遮 断 に よ り 静 脈 瘤 を 縮 小 、 消 失 あ る い は 、 血 栓 化 さ せ る 結 紮 術 に 用 い る 結 紮 用
キ ッ ト に Ｏ リ ン グ を 装 着 さ せ る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 肝 硬 変 等 に 伴 う 胃 、 食 道 静 脈 瘤 の 治 療 法 は 、 こ れ ま で 内 視 鏡 的 硬 化 療 法 等 内 皮 細 胞 障 害
性 を 持 つ 硬 化 剤 を 静 脈 瘤 内 或 い は 静 脈 瘤 外 に 注 入 し て 局 所 に 停 滞 さ せ 、 血 栓 を 形 成 さ せ る
こ と に よ っ て 血 行 を 遮 断 し 、 静 脈 瘤 を 荒 廃 さ せ る 手 技 が 主 流 を な し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 生 体 に と っ て 副 作 用 の あ る 薬 剤 を 経 静 脈 的 に 投 与 す る こ と は 、 門 脈 圧 亢 進 症 の
複 雑 な 血 行 動 態 と あ い ま っ て 、 肺 塞 栓 、 肺 不 全 、 腎 障 害 等 の 様 々 な 合 併 症 を 引 き 起 こ し て
い る 。 従 っ て 、 １ 回 に 使 用 す る 硬 化 剤 の 量 も 制 限 さ れ て お り 、 全 身 状 態 の 回 復 を 考 慮 し な
が ら の 治 療 と な り 治 療 時 間 も 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 そ こ で 近 年 、 胃 、 食 道 静 脈 瘤 の 治 療 法 と し て 、 食 道 静 脈 瘤 結 紮 術 が 用 い ら れ る よ う に な
っ て き た 。 食 道 静 脈 瘤 結 紮 術 と は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 内 視 鏡 （ １ ０ ） の 先 端 に 装 着 し
た 筒 状 の デ バ イ ス （ １ ３ ） 内 に 静 脈 瘤 （ １ ６ ） を 吸 引 し 、 予 め デ バ イ ス （ １ ３ ） の 外 側 に
広 げ て セ ッ ト し た Ｏ リ ン グ （ ３ ） を 鉗 子 孔 か ら 挿 入 し た ワ イ ヤ ー （ １ ４ ） で シ リ ン ダ ー （
１ ２ ） を 引 張 っ て 外 し 、 吸 引 さ れ て ポ リ ー プ 状 に な っ た 静 脈 瘤 （ １ ６ ） の 根 元 部 に 掛 け 、
Ｏ リ ン グ （ ３ ） の ゴ ム の 力 で 機 械 的 に 静 脈 瘤 を 結 紮 し 、 荒 廃 さ せ る 手 技 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 食 道 静 脈 瘤 結 紮 術 に よ り 、 硬 化 剤 を 使 用 し な い か 、 又 は 硬 化 療 法 と 併 用 す る こ と に よ り
硬 化 剤 の 使 用 量 が 減 ら せ る こ と か ら 、 合 併 症 を 軽 減 し て 患 者 へ の 負 担 が 軽 減 さ れ る こ と や
、 治 療 の 回 数 と 日 数 が 減 る こ と か ら 、 今 後 こ の 治 療 法 の 適 用 が 増 え る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 手 法 に 使 用 さ れ る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 が 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て お り 、 図 ４ を 用 い て 説 明
す る 。 内 視 鏡 （ １ ０ ） の 先 端 に 装 着 さ れ た 筒 状 の デ バ イ ス （ １ ３ ） ） は 、 先 端 に Ｏ リ ン グ
（ ３ ） を 装 着 し た シ リ ン ダ ー （ １ ２ ） が 中 に 入 っ て い る 。 シ リ ン ダ ー （ １ ２ ） に は 、 予 め
内 視 鏡 の 鉗 子 孔 （ １ ５ ） に 通 し た ワ イ ヤ ー （ １ ４ ） が 接 続 さ れ て お り 、 ワ イ ヤ ー （ １ ４ ）
を 引 く こ と に よ り シ リ ン ダ ー （ １ ２ ） が 後 退 し 、 そ の 結 果 と し て Ｏ リ ン グ （ ３ ） が シ リ ン
ダ ー （ １ ２ ） か ら 脱 落 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 こ の 　 Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 で は 、 Ｏ リ ン グ （ ３ ） を デ バ イ ス （ １ ３ ） に セ ッ ト す
る 場 合 、 内 筒 （ ６ ） に Ｏ リ ン グ （ ３ ） を 移 し 取 っ た 際 に 、 基 板 （ １ ） か ら 筒 状 体 （ ４ ） が
自 重 で 落 下 す る が 、 こ の と き の 筒 状 体 （ ４ ） は 自 由 な 状 態 で あ り 、 基 板 を 移
動 す る 際 に 落 下 散 乱 し て し ま う こ と が あ り 、 紛 失 し た り 術 野 へ 混 入 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 術 者 は 紛 失 や 混 入 に 対 す る 配 慮 が 必 要 と な り 、 術 中 の 管 理 を 強 い ら れ 、
精 神 的 な 負 担 が あ る 。 ま た 、 術 後 に お い て も 後 処 理 中 に 落 下 散 乱 に 配 慮 し な が ら 取 り
扱 う 必 要 が あ り 、 一 連 の 手 技 が 繁 雑 に な り 易 く 、 問 題 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ０ ５ ２ １ ４ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 鑑 み 、 Ｏ リ ン グ を 結 紮 用 キ ッ ト に セ ッ ト す る 場 合 、 内 筒 に Ｏ リ ン
グ を 移 し 取 っ た 後 、 基 板 か ら 筒 状 体 が 自 重 落 下 し て も 散 乱 せ ず 、 紛 失 又 は 術 野 へ 混 入 す る
恐 れ の な い Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 本 発 明 は 、
（ １ ） 内 視 鏡 先 端 部 に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ た 胃 、 食 道 静 脈 瘤 を 被 着 、 結 紮 す る た め の 結 紮
用 キ ッ ト に Ｏ リ ン グ を 装 着 す る 装 着 用 具 で あ っ て 、 １ 個 ま た は 複 数 個 の 貫 通 孔 を 設 け た 基
板 と 、 前 記 貫 通 孔 に 挿 抜 可 能 な 外 径 を 有 す る 筒 状 体 及 び 前 記 Ｏ リ ン グ を 前 記 結 紮 用 キ ッ ト
に 装 着 後 、 前 記 筒 状 体 を 受 け る 受 け 皿 か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具
、
（ ２ ） 前 記 受 け 皿 は 、 前 記 基 板 の 底 部 に 着 脱 可 能 に 配 設 さ れ た も の で あ る （ １ ） 記 載 の Ｏ
リ ン グ 装 着 用 具 、
　 （ １ ） で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ り 、 内 視 鏡 的 に 胃 、 食 道 静 脈 瘤 を 被 着 、 結 紮 す る た め の 結 紮 用 キ ッ ト に Ｏ リ
ン グ を 装 着 し た 後 に 不 要 と な る 筒 状 体 を 基 板 と 受 け 皿 の 間 に 自 重 で 落 下 さ せ 、 効 率 良 く 回
収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ま た 、 本 発 明 に よ り 手 技 中 の 筒 状 体 の 散 乱 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き 、 医 療 用 具 部 品
の 紛 失 ・ 混 入 の 危 険 性 が な く な り 、 術 中 ・ 術 後 に お け る 術 者 の 医 療 用 具 取 扱 上 の 精 神 的 負
担 も 軽 減 さ れ 、 医 療 用 具 の 後 処 理 も 含 め 、 治 療 の 作 業 効 率 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 近 年 の 廃 棄 物 処 理 に あ っ て は 、 分 別 回 収 を 材 質 毎 に 細 分 化 す る 傾 向 が 見 ら れ 、
着 脱 方 式 の 受 け 皿 の 採 用 に よ り 、 作 業 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 分 別 も 容 易 に 行 う こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 で あ る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 の 概 略 を 示 す も の で あ る 。 図 ２ に Ｏ
リ ン グ 装 着 用 具 に 本 発 明 で あ る 受 け 皿 （ ５ ） を 装 着 し た 内 視 鏡 操 作 時 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 従 来 の Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 で の 不 具 合 （ 散 乱 ） の 状 態 を 示 す 。 こ の Ｏ リ ン グ 装 着 用
具 で は 、 内 視 鏡 先 端 部 に 装 着 さ れ た 内 筒 （ ６ ） を 筒 状 体 （ ４ ） 内 に 挿 入 し 、 Ｏ リ ン グ （ ３
） を 内 筒 （ ６ ） に 移 し 取 る 操 作 を 行 っ た 際 、 筒 状 体 （ ４ ） は 自 重 で 下 方 に 落 下 す る が 基 板
（ １ ） を 移 動 さ せ る と 、 筒 状 体 （ ４ ） は 散 乱 し て し ま う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 視 鏡 的 に 行 わ れ る 胃 、 食 道 静 脈 瘤 結 紮 術 に お い て 、 結 紮 用 キ ッ ト の 使 用 後 に 不 要 と な
る 部 品 の 術 中 術 後 に お け る 医 療 用 具 の 取 扱 を よ り 簡 便 に 行 う こ と が で き 、 余 分 な 管 理 が 不
要 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 の 操 作 時 の 概 略 図 。
【 図 ３ 】 比 較 例 １ の 従 来 品 で の Ｏ リ ン グ 装 着 用 具 の 不 具 合 の 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 Ｏ リ ン グ を 装 着 し た 結 紮 用 キ ッ ト を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 の 先 端 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 結 紮 用 キ ッ ト を 内 視 鏡 に 装 着 し 、 静 脈 瘤 を 結 紮 し た と き の 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ． 基 板
　 ２ ． 穴
　 ３ ． Ｏ リ ン グ
　 ４ ． 筒 状 体
　 ５ ． 受 け 皿
　 ６ ． 内 筒
　 ７ ． ス ラ イ ド 筒
　 ８ ． 外 筒
　 ９ ． チ ュ ー ブ
　 １ ０ ． 内 視 鏡
　 １ １ ． 装 着 用 筒
　 １ ２ ． シ リ ン ダ ー
　 １ ３ ． デ バ イ ス
　 １ ４ ． ワ イ ヤ ー
　 １ ５ ． 鉗 子 孔
　 １ ６ ． 静 脈 瘤
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